






Translation and Annotation of“The Mathematical Classic of 
Zhang Qiujian （張丘建算経）” Vol. 4
BABA Rieko　
Abstract
  “The Mathematical Classic of Zhang Qiujian” was written during the Southern and Northern 
Dynasties, which was listed as one of the Ten Computational Canons（算経十書） during the 
Tang dynasty. The aim of our research is to provide a complete translation and annotation of 
it from the viewpoint of our previous work on “The Nine Chapters on the Mathematical Art（九
章算術）.”
  This is the fourth article based on our research and results in which we studied the 
problems 11 to 22 of the second volume.
　『張丘建算経』は南北朝期に書かれた算術書であり、唐代に編纂された算経十書の一つ
である。我々は、我々の『九章算術』研究を起点に、『張丘建算経』の訳注を完成させる
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［一一］今有堢壔方四丈、 高二丈。 欲以塼四面單壘之。 塼一枚廣五寸、 長一尺一寸、
厚二寸。 問、 用塼幾何。
答曰、 一萬四千七百二十七塼一十一分塼之三。
術曰、 置堢壔方丈寸數、 以塼廣增之、 而以四乘之、 以高乘之爲實。 以塼長・厚相
乘爲法、 實如法而一。
草曰、 置四百寸、 加五寸、 以四因之、 得一千六百二十寸。 又以高二百寸乘















































術曰、 周自相乘、 以高乘之、 又以五乘爲實。 以三乘十二爲法。 實如法而一。
草曰、 以周九丈六尺自相乘、 得九千二百一十六尺、 又以高一丈三尺乘之、 得
一十一萬九千八百八。 又以五乘之、 得五十九萬九千四十爲實。 以三乘十二得




































　　　草にいう、周 9丈 6尺を自乗し、9216尺を得、また、高 1丈 3尺をこれに掛けて、
119808立方尺を得る。また 5をこれに掛けて、599040立方尺を得て、実とする。 3を
12に掛けて36を得、法とする。実を除すと、16640立方尺が得られる。題意を満たす。
［一三］今有率戸出絹三（疋） 〈匹〉 ［一］、 依貧富欲以九等出之、 令戸各差除二丈。
今有上上三十九戸、 上中二十四戸、 上下五十七戸、 中上三十一戸、 中中七十八戸、












術曰、 置上八等戸、 各求積差。 上上戸十六、 上中戸十四、 上下戸十二、 中上戸十、
中中戸八、 中下戸六、 下上戸四、 下中戸二。 各以其戸數乘而倂之。 以出絹匹丈數
乘凡戸、 所得、 以倂數減之、 餘、 以凡戸數而一、 所得、 即下下戸。 遞加差、 各得
上八等戸所出絹匹丈數。
草曰、 置上上戸三十九、 以十六乘之、 得六百二十四、 列於上。 又置上中戸二十
四、 以十四因之、 得三百三十六、 倂上。 又置上下戸五十七、 以十二因之、 得
六百八十四、 倂上位。 又置中上戸三十一、 以十因之、 得三百一十、 倂上位。 又置
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中中戸七十八、 以八因之、 得六百二十四、 倂上位。 又置中下戸四十三、 以六因
之、 得二百五十八、 倂上位。 又置下上戸二十五、 以四因之、 得一百、 倂上位。 又
置下中戸七十六、 以二因之、 得一百五十二、 倂上位。 都得三千八十八、 又倂九
等戸三百八十六、 以十二丈因之、 得四千六百三十二丈。 以減三千八十八丈、 餘
一千五百四十四丈、 以爲平率。 以衆戸數三百八十六而一、 （除之）［二］、 得四丈、



















































































　　　　　上上戸　 4匹 2丈＋ 2丈＝ 5匹
　　　　　上中戸　 4匹＋ 2＝ 4匹 2丈
　　　　　上下戸　 3匹 2丈＋ 2丈＝ 4匹
　　　　　中上戸　 3匹＋ 2丈＝ 3匹 2丈
　　　　　中中戸　 2匹 2丈＋ 2丈＝ 3匹
　　　　　中下戸　 2匹＋ 2丈＝ 2匹 2丈
　　　　　下上戸　 1匹 2丈＋ 2丈＝ 2匹




































［一四］今有粟三千斛、 六百人食之。 其一百人日食糳米八斛［一］、 二百人日食粺米




術曰、 置粟數爲實。 以三等日食米積數各求爲粟之數、 倂以爲法。 實如法得一。
草曰、 置糳米八斛、 以五十乘之、 以糳米二十四除、 得一十六斛、 餘一十六、 以
二十四、八約之、得三、餘得二。 又置粺米十四斛、以五十乘之、得七（十） 〈百〉 斛［二］、
以粺米率二十七除、 得二十五斛、 餘二十七分之二十五。 又置糲米十八斛、 以五十
乘之、 三十除之、 得三十斛。 倂三位、 得七十一斛。 又置餘分三於右上、 二於左上。
二十七於右下、 二十五於左下。 以右上三乘左下二十五、 得七十五、 以右下二十七
乘左上二、 得五十四、 倂之、 得一百二十九。 又以分母三乘二十七、 得八十一爲法。
除、 得一斛、 加上位七十一、 得七十二。 餘四十八、 分母八十一。 各三約之、 得
二十七分之一十六。 又以二十七分乘七十二斛、 内子一十六、 得一千九百六十爲法。
乃置粟三千斛、 以母二十七乘之、 得八萬一千爲實。 以一千九百六十爲法、 除、 得








































































［一五］今有三女各刺文一方、 長女七日刺訖、 中女八日半刺訖、 小女九日太半刺訖。
今令三女共刺一方。 問、 幾何日刺訖。
答曰、 二日一千二百五十六分日之九百三十九。
術曰、 置日數、 以互乘方數、 倂爲法、 日數相乘爲實、 實如法得一。
草曰、 置大女七日於右上、 一於左上。 中女八日半、 〈半〉 ［一］是二分之一、 以分母
通分、 内子一、 得十七於右中、 一於左中。 小女九日太半、 以分母三因之、 内子二、
得二十九於右下、 一於左下。 乃互乘之、 以右中十七乘左上一、 得十七、 又以右下
二十九乘之、 得四百九十三。 又以右上七乘左中一、 得七、 又以右下二十九乘之、
又以分母二因之、 得四百六。 又以右上七乘左下一、 又以右中十七乘之、 又以分母
三因之、 得三百五十七。 倂之、 得一千二百五十六爲法。 又以右上七乘中一十七、
































　　　　　大女　　　　 1　　　　 7（ 7× 1）
　　　　　中女　　　　 1　　　　17（ 8 × 2 ＋ 1 ）




　　　　　中女　 1（左中）× 7（右上）×29（右下）× 2（分母）＝406















　　　草にいう、大女の 7日を右上に、 1を左上に置く。中女 8日半、半は 1―2なので、分
母を通分し、分子の 1をいれ、17を右中に、 1を左中に置く。小女 9日 2―3は、分母 3
を掛けて、分子 2をいれ、29を右下に、 1を左下におく。そこでこれを互乗し、右中
17を左上 1に掛け、17を得、また右下29を先ほど得た17に掛け、493を得る。また右
上 7を左中 1に乗じ、 7を得、また右下29を先ほど得た 7に掛け、また分母 2を203




［一六］今有車運麥輸太倉、 去三十七里十六分里之十一。 重車日行四十五里。 七日
五返。 問、 空車日行幾何。
答曰、 日行六十七里。
術曰、 置麥去太倉里數、 以返數乘之。 以重車日行里數而一、 所得爲重行日數。 以
減凡日數、 餘爲空行日數、 以爲法。 以返數乘麥去太倉里數、 爲實。 實如法得一。
草曰、 置去太倉里數三十七里、 以十六乘之、 内子一十一、 得六百三里。 又以返數
五乘之、 得三千一十五。 以重車日行四十五以分母十六乘之、 得七百二十爲法。 除
三千一十五、 得四日。 不盡、 二因、 九約、 約得十六分日之三、 爲重車（日行里）
〈行日数〉 ［一］。 又置七日、 以十六乘之、 得一百一十二。 又置四日、 以十六乘之、



























































重車の進む日数とする。また 7日を置き、16を 7 日に掛けて、112を得る。また 4日
を置き、16を 4 日に掛けて分子 3をいれて67を得る。総日数の112から67を引き、余
りの45は法とする。太倉までの距離の里数（里の率）3015を45で割れば、67里が得ら
れる。題意を満たす。




術曰、 置後返歸錢數、 以五乘之。 以七乘第四返歸錢數加之、 以五乘之。 以四十九
乘第三返歸錢數加之、 以五乘之。 以三百四十三乘第二返歸錢數加之、 以五乘之。




草曰、 置最後返錢數、 以五乘之、 得十萬。 又以第四返錢一萬九千、 以七乘之、 得
一十三萬三千。 倂上位、 得二十三萬三千。 又以五因之、 得一百一十六萬五千。
又置第三返一萬八千、 以四十九乘之、 得八十八萬二千。 又加上位、 得二百四萬
七千。 又以五乘之、得一千二十三萬五千。 又置第二返一萬七千、以三百四十三乘之、
得五百八十三萬一千。 加上位、得一千六百六萬六千。 又以五乘之、得八千三十三萬。
又置初返（日）［二］一萬六千、 以二千四百一乘之、 得三千八百四十一萬六千。 加上




































　　　20000× 5 ÷ 7 ＝100000―7 　・・・最後に返金する時の残債元金
　　　（ 100000―7 +19000）× 5÷ 7＝（
100000―7 +
133000―7 ）× 5÷ 7＝
1165000―49
　・・・第 4回目に返金する時の残債元金
　　　（ 1165000―49 +18000）× 5÷ 7＝（
1165000―49 +
882000―49 ）× 5÷ 7＝
10235000―343
　・・・第 3回目に返金する時の残債元金
　　　（10235000―343 +17000）× 5÷ 7＝（
10235000―343 +
5831000―343 ）× 5÷ 7＝
80330000―2401
　・・・第 2回目に返金する時の残債元金

























































4 回目に返した銭19000に 7 を掛けて133000を得る。先に求めた100000と足して
233000を得る。また 5を掛けて1165000を得る。また第 3回目に返した18000を置き、
49を掛けて882000を得る。また、先に計算した1165000に足して2047000を得る。また、










術曰、 置得酒斗數、 以清酒直數乘之、 減去持粟斗數、 餘爲醑酒實。 又置得酒斗數、
以醑酒直數乘之、 以減持粟斗數、 餘爲清酒實。 各以二直相減、 餘爲法。 實如法而
一、 即得。 以盈不足爲之、 亦得。
草曰、置得五斗、以清酒十（量） 〈斗〉 ［二］乘之、得五斛。 減（持去） 〈去持〉 ［三］粟三斛、
餘二斛爲醑酒實。 又置酒五斗、 以醑酒三（量） 〈斗〉 乘之、 得一斛五斗、 以減三斛、


































　 　 　 5 斗×10斗＝50斗　50斗−30斗＝20斗　・・・醑酒の実




　　　清酒　15斗÷ 7斗＝ 2 1―7斗＝ 2斗
10―7升＝ 2斗 1
3―7升
























　　　　　　⎧10 1  ⎩




　　　　　　 左 右　　　　　左 右
　　　　　　⎧10 3  ⎩　　　⎧ 7  3  ⎩





　　　　　　 左 右　　　　　左 右
　　　　　　⎧10 1  ⎩　　　⎧10 10 ⎩














　　　　　　⎧10 0  ⎩





　　　（ 3斗×10斗＋ 2斗× 3斗）−30斗＝ 6
　　　となり、 6斗余る。これが盈となる。
　　　清酒が 2斗、醑酒が 3斗と仮定すると、

















訳：今、清酒1斗で値が粟10斗、醑酒 1斗で値が粟 3斗のものがある。今、粟 3斛を持っ
ていて、酒 5斗が得られた。問う、清酒・醑酒はそれぞれどれだけか。








る粟の 3斛をこれから引いて、余り 2斛を醑酒の実とする。また、酒 5斗を置き、醑
酒の値 3斗をこれに掛けて、 1斛 5斗を得、 3斛から引いて、余り 1斛 5斗を清酒の
実とする。10から 3 を引いて、余り 7を法とする。醑酒の実を法 7で割れば、 2斗







草曰、置前積步數於上、借一算子於下。 常超一位、步至百止。 （以）上（啇） 〈商〉 ［一］
置三百於積步之上。 又置三萬於積步之下、 下法之上、 名曰方法。 以方命上商、
三三如九、 除九萬。 又倍方法、 一退、 下法再退。 又置五十於上商之下。 又置五百
於下法之上、名曰隅法。 以方・隅二法除實、餘有四千九百四十九。 又倍隅法、以倂方、
得七千、 退一等、 下法再退。 又置七於上商五十之下。 又置七於下法之上、 名曰隅
法。 以方・隅二法除實、 得。 合前問。




























　　　　　積歩 1  2  7  4  4  9
　　　　②ひとつの算木を借りて下に置く。一桁とばしで位を進め、100の位で止める。
　　　　　積歩 1  2  7  4  4  9 
　　　　　下法  1
　　　　③上商は300を積歩の上に置く。
　　　　　商    3
　　　　　積歩 1  2  7  4  4  9
　　　　　下法  1
　　　　④30000を積歩の下に置き「方法」とする。
　　　　　商    3
　　　　　積歩 1  2  7  4  4  9
　　　　　方法  3
　　　　　下法  1
　　　　⑤方法の 3を上商の 3に掛けて実から除く（127449−90000＝37449）。方法は 2
倍して 1つ位を下げ、下法は 2つ位を下げる。
　　　　　商    3
　　　　　積歩  3  7  4  4  9
　　　　　方法   6
　　　　　下法    1
　　　　⑥商50を上商 3の下の位に置く。下法の上に500を置き「隅法」とする。
　　　　　商    3  5
　　　　　積歩  3  7  4  4  9
　　　　　方法   6
　　　　　隅法    5
　　　　　下法    1
　　　　⑦商50を方法と隅法に掛けて、それぞれを実より除く（37449−6000× 5 −500×




　　　　　商   3  5
　　　　　積歩  4  9  4  9
　　　　　方法（＋隅法× 2） 7
　　　　　下法     1
　　　　⑧上商50の下に 7を置き、また 7を下法の上に置き「隅法」とする。商の 7を方
法と隅法に掛けて、それぞれ実より除く（4949−700× 7 − 7 × 7 ）。
　　　　　商   3  5  7
　　　　　積歩  4  9  4  9
　　　　　方法（＋隅法× 2） 7
　　　　　隅法     7








9にして、90000を引く。また方法を 2倍して位を 1つ下げ、下法は 2つ位を下げる。
また、50を上商の下に置く。また、500を下法の上に置き、隅法とよぶ。方・隅の 2
つの法で実を引けば、余りは4949。また、隅法を 2倍して、方法に足せば7000が得ら
れ、隅法は 1つ位を下げ、下法は 2つ位を下げる。また、 7を上商50の下に置き、ま
た、 7を下法の上に置き、「隅法」とする。方法と隅法の 2つの法で実を引けば答え
が得られる。題意を満たす。
［二◯］今有田方一百二十一步、 欲以爲圓。 問、 周幾何。
答曰、 四百一十九步八百二十九分步之一百三十一。
術曰、 方自相乘、 又以十二乘之爲實。 開方除之、 即得。
草曰、 以一百二十一步自相乘、 得一萬四千六百四十一。 又以十二乘之、 得一十七
萬五千六百九十二。 借一算子於下、 常超一位、 步至百止。 上商得四百。 下置四萬
爲方法、 命上商除一十六萬。 倍下方法、 退一位、 得八千、 下法退二等。 又置上商
27
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得一十。 又置下法之上一百、名曰隅法。 以方・隅除實八千一百。 又置倍隅法從方法、
退一等、得八百二十。 又置九於一十之下。 又置九於下法之上、名隅法。 以方命上商、
八九七十二、 除七千二百。 又以方法二命上商九、 除一百八十。 又以隅法九命上商


























　　　　　実 1  7  5  6  9  2
　　　　③一つの算木を借りて下に置く。一桁飛ばしで位を進め、100の位で止める。





　　　　　商    4
　　　　　実 1  7  5  6  9  2
　　　　　方法  4
　　　　　下法  1
　　　　⑤方法の 4を上商の 4に掛けて実から除く（175692−（40000× 4 ）＝15692）。方
法は 2倍して 1つ位を下げ、下法は 2つ位を下げる。
　　　　　商    4




　　　　　商   4  1
　　　　　実 1  5  6  9  2
　　　　　方法  8
　　　　　隅法   1
　　　　　下法   1
　　　　⑦商10を方法と隅法に掛けて、それぞれを実より除く（15692−（8000×1+100×
1）＝7592）。隅法を 2倍して方法と足して820とし、位を 1つ下げ、下法は 2
つ位を下げる。
　　　　　商   4 1
　　　　　実  7 5 9 2
　　　　　方法（＋隅法）  8 2
　　　　　下法     1
　　　　⑧商10の下に 9を置く。下法の上に 9を置き「隅法」とする。商 9を方法と隅法
に掛けてそれぞれ実より除く（7592−（800× 9 +20× 9 + 9 × 9 ）＝131）。
　　　　　商   4  1  9 　
　　　　　実   1  3  1
　　　　　方法（＋隅法）  8  2 　
　　　　　隅法     9























また、 9を下法の上に置き、隅法とする。方法を上商に掛けて、 8× 9 ＝72で7200を




［二一］今有圓田、 周三百九十六步、 欲爲方。 問、 得幾何。
答曰、 一百一十四步二百二十（九） 〈四〉 分步之七十二［一］。
術曰、 周自相乘、 十二而一。 所得、 開方除之、 即得方。
草曰、 置三百九十六、 自相乘、 得一十五萬六千八百一十六。 以十二而一、 得一萬
三千六十八。 以開方法除。 借一算子於下。 常超一位、 至百止。 上商置一百、 下置
一萬於下法之上、 名曰方法。 以方法命上商、 除實一萬。 退方法、 倍之、 下法再
退。 又置一十於上商之下。 又置一百於下法上、 名曰隅法。 以方・隅二法皆命上商、
除實二千一百。 又隅法倍之、 以從方法、 退一位、 下法再退。 又置四於上商一十之
下。 又置四於下法之上、 名曰隅法。 以方・隅二法皆命上商、 除實八百九十六、 餘



























　　　　　実 1  3  0  6  8
　　　　③ 1つ算木を借りて下に置き、一桁飛ばしで位を進めて、100の位で止める。
　　　　　実 1  3  0  6  8
　　　　　下法 1
　　　　④上商100を実の上に置き、下法の上に10000を置いて「方法」とする。
　　　　　商   1
　　　　　実 1  3  0  6  8
　　　　　方法 1
　　　　　下法 1
　　　　⑤方法の 1を上商の 1に掛けて実から引く（13068−10000×1＝3068）。方法を 2
倍して 1つ位を下げ、下法は 2つ位を下げる。
　　　　　商  1




　　　　　商  1  1





1 ）＝968）。隅法を 2倍して方法と足して位を 1つ下げ、下法は 2つ位を下げる。
　　　　　商  1  1
　　　　　実  9  6  8
　　　　　方法（＋隅法） 2  2




それぞれ実より引く（968−（200× 4 +20× 4 + 4 × 4 ）＝72）。
　　　　　商  1  1  4
　　　　　実   7  2
　　　　　方法（＋隅法） 2  2
　　　　　隅法    4
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